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平成 28年 8月 1日 17時 09分に報知された緊急地震速報（キャンセル報）について 

【最終版】 

 

謹啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。  

この度は、Ai-SYSTEM をご利用いただいております企業、団体様に多大なるご迷惑をお掛け

しましたことを、深くお詫び申し上げます。  

現在、本誤報に関して、気象庁含め各機関から情報収集を実施しております。原因や今後の運

用については、下記の通り皆さまへ情報展開させていただきたく存じます。  

尚、Ai-SYSTEMに関する不具合等は見受けられなかったことを、併せてご報告申し上げます。 

 

謹白 

 

記 

 

1. キャンセル報が配信されるまでの経過と誤報の原因に関して 

 

1.1. 平成 28年 8月 1日 17時 9分に、気象庁より緊急地震速報が発報されました。震央は東京

湾、マグニチュードは 9.1、深さは 10km（第 3 報）との情報でした。弊社はこの緊急地震速

報を Ai-SYSTEM ご導入企業、団体様に対し配信しています。マグニチュードが 9 超と大

変巨大な地震を予測したため、緊急放送等が作動したケースもあったと推察されます。 

 

1.2. 緊急地震速報は第 1報から第 3報まで配信されましたが、その後、キャンセル報が配信され、

誤報である事が確定しました。（別紙①を参照ください） 

 

1.3. 今回の誤報は、気象庁からの情報が誤報であった事に起因しております。誤報が発報され

た理由について、気象庁は、富津観測点（千葉県）で大きなノイズが記録されたためと、当

日 19時に発表しております。ノイズが何かの説明は、8月 12日に気象庁より、「平成 28年

8月 1日に発表した緊急地震速報（予報）の原因等について」で発表されました。（別紙②を

参照ください） 

 

1.4. 気象庁発表資料「平成 28年 8月 1日に発表した緊急地震速報（予報）の原因等について」

では、富津観測点の地震計電源の故障によって生じた揺れを検知するデータの急激な変



化が、原因だったとしています。しかし、電源が故障した原因として雷等の可能性が考えら

れるとしたものの、その特定は技術的に困難であるとしました。（別紙②を参照ください） 

今回の誤報を受けて、気象庁は原因となった地震計と同様の地震計の 15 観測点の運用を、

当面停止するとしています。この影響として、当該観測点付近で地震が発生した場合、地震

検知が最大 4秒程度遅れる可能性があるとしています。 

 

1.5. 今回は緊急地震速報「予報（高度利用者向け」が発報されたために、各位に対して緊急地

震速報が配信されました。一方、緊急地震速報「警報（一般向け）」については発報されな

かったために、エリアメール等では配信されませんでした。 

Ai-SYSTEMで用いる予報が発報される条件としては、下記の通りです。 

 いずれかの観測点（全国約 1,000箇所）で、P波または S波の振幅が 100ガル以上と

なった場合 

 地震計で観測された地震波を解析した結果、震源・マグニチュード・各地の予測震度

が求まり、そのマグニチュードが 3.5以上または最大予測震度が 3である場合 

一方、警報が発報される条件としては、下記の通りです。 

 地震波が 2点以上の観測点で観測され、最大震度が 5弱以上と予想された場合 

 

2. キャンセル報への対応に関して 

 

2.1. 1観測点のデータを使っている段階では、衝撃や落雷、機器障害等で誤った緊急地震速報

（予報）を発表することがあります。誤報と判断した場合は、キャンセル報が発報されます。 

 

2.2. 今回の緊急地震速報では、第1報の約15秒後に誤報と判断し、キャンセル報が配信されま

した。従って Ai-SYSTEM で緊急放送が起動した後でも、キャンセル報を利用し緊急地震

速報を取り消す内容の放送を起動させることが可能です。 

※放送設備側の対応が必要です。 

 

2.3. キャンセル報と放送設備との接続は、誤報に対して有効であるため、是非ご利用されること

をお薦めいたします。 

 

3. 発報状況の把握に関して 

 

3.1. 報数が更新されていく緊急地震速報「予報」をリアルタイムで把握するには、デスクトップア

プリケーション『Ai-SYSTEM表示ソフト』のご導入が有効です。震源情報や地震波の広がり、

キャンセル報の情報を含む緊急地震速報の詳細が表示されるため、是非ご検討ください。 

 

以上 

  



【別紙①】気象庁資料（8月 1日発表） 

 

  



 

  



【別紙②】気象庁資料（8月 12日発表） 

 

  



 


